酉 陽 雑 俎 (唐) 



岡 本綺堂 



係で、 若い ときから 奇編 秘籍を 多く 読破して、 博覧の 

きこえの 高い 人物で ありました。 官は太 常 外 卿に 至り 

まして、 その 著作 は 『酉 陽 雑 俎』 (正編 二十 巻、 続 集 十 

卷) を もって 知られて 居ります」 

古塚の 怪異 

はんがん リ ばく こうりょう 

唐の 判官 を 勤めて いた 李邈 という 人 は、 高 陵に 

しょうえん 

庄園 を 持って いたが、 その 庄に 寄留す る 一人の 客が 

こういう こと を 懺悔した。 

「わたくし はこの 庄に足 を 留めてから 二、 三年に なり 



ますが、 実は ひそかに 盗賊 を 働いて いたので ございま 

す」 

李邈 もお どろいた。 

「いや、 飛んでも ない 男 だ。 今 も 相 変らず そんな 悪事 

を 働いて いるの か」 

「もう 唯今 は 決して 致しません。 それ だから 正直に 申 

し 上げた ので ございます。 御 承知の 通り、 大抵の 盗賊 

は 墓 あらし を やります。 わたくし も その 墓 荒し を 思い 

立って、 大勢の 徒党 を 連れて、 さきごろ この 近所の 古 

塚 を あばきに 出かけました。 塚 はこの 庄 から 十 里 (六 

丁 一里) ほどの 西に 在って、 非常に 高く、 大きく 築か 



うようの ことで、 その 石 門 を あける と 驚きました。 内 

から は 雨の ように 箭を 射出して 来て、 たちまち 五、 六 

人 を 射 倒された ので、 みな 恐れて 引つ 返そうと しまし 

き からく リ 

たが、 わたくし は肯 きませんでした。 ほかに 機関が あ 

る わけで はない から、 あらん 限りの 箭を射 尽くさせて 

しまえば 大丈夫 だとい うので、 こちらから も 負けずに 

石 を 投げ込みました。 内と 外と で箭と 石との 戦いが 暫 

■o- だね 

く 続いて いるう ちに 果たして 敵の 矢種 は 尽きて しまい 

ました。 

たいまつ 

それから 松明 をつ けて 進み 入る と、 行く手に 又もや 

第二の 門が あって、 それ は 訳なく 明き ましたが、 門の 



て、 女 は 笑って 答えた。 

「仰し やる 通り、 わたくし は 頼りの 少ない 身の上で ご 

ざいます から、 もしお 嫁さん にして 下されば、 この 上 

もない 仕合わせで ございます」 

相談 はすぐ に 決まって、 王の 夫婦 も 喜んだ。 善 は 急 

げ というので、 その 日のう ちに 新しい 嫁入り 衣裳 を 買 

い 調えて、 その 女 を 息子の 嫁に してし まった ので ある _ 

その 日 は 暮れても 暑かった が、 この頃 ここらに は 盗賊 

が 徘徊す るので、 戸締り を 厳重に して 寝る と、 夜な か 

になって 王の 妻 は 不思議の 夢 をみ た。 息 子が 散ら し 髪 

で 母の 枕元に あらわれて、 泣いて 訴える ので ある。 



を 残して いるの みで、 その 形はなかった。 

画 中の 人 

これ も貞 元の 末年の ことで ある。 開 州の 軍将に 

せんじゅう ちょう かろ 

冉従 長と いう 人が あって、 財 を 軽んじて 士を 好む と 

いう ふうが あるので、 儒生 や 道士の たぐい は 多く その 

門に 集まって 来たが、 そのな かに※ 采 〔# 「うかんむ リ 

\必\ 冉」、 82-15〕 という 画家 もま じっていた。 

その※ 〔# 「うかんむ リ \必\ 冉」、 82-16〕 采が あると 

ちくりん しちけん じん 

き 竹林の 七賢 人の 図 を かいて、 それが 甚だ 巧みに 出来 



たので、 観る 者 いずれも 感嘆して いると、 一 坐の 客の 

うちに 郭萱 といい 柳 城と いう 二人の 秀才が あって、 

たがいに 平生から 軋り 合って いたが、 柳 城 は その 図 を 

ひとめ 見て、 あざ笑いながら 主人の 冉従 長に 言 つ た 。 

「この 画 は 人間の 体勢に 巧みで あるが、 人間の^^1心趣と 

いう ものが 本当に 現われて いない。 わたし はこの 画に 

対して なんらの 筆 を 着けずに、 一 層の 精彩 を 加えて お 

見せ 申そうと 思う が、 いかがでしょう」 

冉 はすこし 驚いた。 

「あなたに どんな 芸が あるか 知らないが、 なんらの 筆 

を 加えずに、 この 画の 精彩 を 添える というよ うな こと 



唐の 玄宗 皇帝の 代に、 ，^1 行と いう 高僧が あって、 深 

く 皇帝の 信任 を 得て いた。 

一行 は 幼い とき 甚だ 貧窮であって、 隣家の 王と いう 

老婆から 常に 救われて いた。 彼 は 立身の 後 も その 恩 を 

忘れず、 なに か 王 婆に 酬いたい と 思って いると、 ある 

とき 王 婆の 息子が 人殺しの 罪に 問われる ことにな つた 

ので、 母 は 一行のと ころへ 艇け 付けて、 泣いて 我が 子 

の 救い を 求めた が、 彼 は 一応 ことわった。 

きぬ 

「わたし は 決して 昔の 恩 を 忘れ はしない。 もし 金ゃ帛 

が 欲しい というの ならば、 どんな ことで も肯 いて あげ 

る。 しかし 明君が 世 を 治めて いる 今の 時代に、 人殺し 



「どうも 困った な」 

こん てんじ 

一 行 は 思案の 末に 何事 を か 考え付いた。 都の 渾天寺 

は 今や 工事中で、 役夫が 数百 人 も あつまつ ている。 そ 

から かめ 

の 一 室 を 空 明きに させて、 まん 中に 大瓶 を 据えた。 そ 

しもべ 

れ から 又、 多年 召 仕って いる 僕 一 一人 を 呼んで、 大きい 

ぬのぶ くろ 

布囊を 授けて ささやいた。 

あ^ 二つ 

「町の 角に、 住む 人 もない 荒 園が ある。 おまえ 達 は そ 

うま こく 

こへ 忍び込んで、 午の 刻 (午前 十一 時 I 午後 一時) か 

ら 夕方まで 待って いろ。 そうすると 七つの 物が はいつ 

て 来る。 それ を 残らず この 囊に 入れて 来い。 数 は 七つ 

だぞ。 一 つ 不足しても 勘弁し ないから そう 思え」 



僕 ども は 指図 通りに して 待って いると、 果たして 酉 

の 刻 (午後 五 時 I 七 時) を 過ぎる 頃に、 荒 園の 草 を ふ 

みわけて 豕の 群れが はいって きたので、 一々 に囊を 

かぶせて 捕える と、 その 数 は あたかも 七 頭であった。 

持って 帰る と、 一行 は 大いに 喜んで、 その 豕を かの 瓶 

ぼんじ 

のなかに 封じ込めて、 木の 蓋 をして、 上に 大きい 梵字 

を 書いた。 それが 何の まじない であるか は、 誰に も わ 

からなかった。 

あくる 朝になる と、 宮中から 急使が 来て、 一 行は皇 

帝の 前に 召 出された。 

「不思議の ことがある」 と、 玄宗は 言った。 「太史 (史 



そうじょう ほくと かく 

官) の 奏上 によると、 昨夜 は 北斗七星が 光り を 隠した 

という ことで ある。 それ は 何の 祥 であろう。 師にそ 

はら 

の禍ぃ を攘ぅ 術が あるか」 

「北 斗が 見えぬ と は 容易なら ぬ ことで ござります」 と、 

一行 は 言った。 「御用 心な さらねば なり ませぬ。 匹夫 

匹婦 も その 所 を 得 ざれば、 夏に 霜 を 降らす こと も ぁリ、 

ひで リ しゃくもん 

大いに 旱 する こと も ござります。 釈 門の 教えと して 

は、 いっさいの 善 慈心 を もって、 いっさいの 魔 を 降す 

の ほか は ござり ませぬ」 

たいしゃ すす 

彼 は 天下に 大赦の 令 をく だす こと を 勧めて、 皇帝 も 

それにしたがった。 その 晩に、 太史 がまた 奏上した。 



「北斗星が 今夜 は 一 つ 現われました」 

それから 毎晩 一 つず つの 星が 殖えて、 七日の 後に は 

七星が 今までの 通りに 光り輝いた。 大赦の 令に よって 

王 婆の 息子が 救われた の は 言うまでもない。 

駅舎の 一 夜 

も う ふ ぎ きょじん しんし 

孟不 疑と いう 挙人 (進士 の 試験に 応ずる 資格の ある 

しょう-ぎ 

者) があった。 昭義の 地方に 旅寝して、 ある 夜 ある 駅 

に 泊まって、 まさに 足 をす すごうと している ところへ ■ 

しせい ちょう 

溜 青の 張と いう 役人が 数十 人の 供 を 連れて、 おなじ 



旅 舎へ 乗り込んで 来た。 相手が 高官と みて、 孟は挨 接 

に 出た が、 張 は 酒 を 飲んで いて 顧り みないので、 孟は 

き よ 一一 一 -っ 

その 倨傲 を 憤りながら、 自分 は 西の 部屋へ 退いた。 

張 は 酔った 勢いで、 しきりに 威張り散ら していた。 

しょうべ い 

大きい 声で 駅の 役人 を 呼び付けて、 焼餅 を 持って来 

いと 呶 鳴った。 どうも 横暴な 奴 だと、 孟 はいよ いよ 不 

快 を 感じながら、 ひそかに その 様子 をう かがって いる 

と、 暫くして 注文の 焼餅 を 運んで 来たので、 孟 はまた 

ばん 

視 いてみ ると、 その 焼餅 を 盛った 盤に したがって、 一 

つの 黒い 物が 入り込んで 来た。 それ は 猪の ような もの 

であるら しく、 燈 火の 下へ 来て その 影 は 消えた。 張 は 



勿論、 ほかの 者 も それに 気が 注かなかったら しいが、 

孟は 俄かに 恐怖 を おぼえた。 

「あれ は 何だろう」 

孤 駅の ゆうべに この 怪を 見て、 孟 はどうしても 眠る 

いびき 

ことが 出来なかった が、 張 は 酔って 高鼾で 寝て しまつ 

た。 供の 者 は 遠い 部屋に 退いて、 張の 寝間 は 彼 ひとり 

であった。 その 夜 も 三更 (午後 十一 時 I 午前 一時) に 

及ぶ ころお いに、 孟 もさす がに 疲れて うとうとと 眠つ 

たかと 思う と、 唯なら ぬ 物音に たちまち 驚き 醒めた。 

きもの 

一 人の 黒い 衣 を 着た 男が 張と 取つ 組み合って いるの 

である。 やがて 組んだ ままで 東の 部屋へ 転げ込んで、 



たがいに 撲リ 合う 拳 の 音が 杵 のように きこえた。 孟 

は 息を殺して その 成り行き をう かが つ ている と、 暫く 

して 張 は 散らし 髪の 両肌ぬ ぎで 出て 来て、 そのまま 自 

分の 寝床に あがって、 さも 疲れたよ うに 再び 高鼾で 寝 

てし まった。 

五更 (午前 三時 I 五 時) に 至って、 張 はまた 起きた。 

しもべ 

僕 を 呼んで 燈火 をつ けさせ、 髪 をく しけず り、 衣服 を 

ととのえて、 改めて 同宿の 孟に 挨拶した。 

「昨夜 は 酔って いたので、 あなたの こと を ちっとも 知 

らず、 甚だ 失礼 をいた しました」 

それから 食事 を 言い付けて、 孟と 一 緒に： a よく 箸 を 



です が、 その 妖怪の 正体 は 今に わかりません」 

小人 

唐の 太 和の 末年で ある。 松滋 県の 南に ひとりの 士が 

あって、 親戚の 別荘 を 借りて 住んで いた。 初めて そこ 

へ 着いた 晩に、 彼は士 人の 常と して、 夜の 二更 (午後 

九 時 I 十一 時) に 及ぶ 頃まで 燈 火の もとに 書 を 読んで 

いると、 たちまち 一人の 小さい 人間が 門から 進み 入つ 

て 来た。 

人間と いっても、 かれは 極めて 小さく、 身の 丈わず 



「あなたが 独りで 勉強して いるの を 見て、 殿 さまが 若 

おうぎ 

殿 をよ こして、 学問の 奥義 を 講釈 させて 上げようと 

思った のです。 それが 判らないで、 あなた は 乱暴な こ 

と をして、 若殿に お 怪我 をさせる と は 何の ことです。 

とが こうむ 

今に そのお 咎め を 蒙る から、 覚えて おいでなさい」 

おおぜい ぁリ 

言う かと 思う 間もなく、 大勢の 小さい 人間が 蟻の よ 

うに 群集して きて、 机に 登り、 床に のぼって、 滅茶苦 

茶に 彼 をな ぐった。 士 もなん だか 夢の ような 心 持に 

なって、 かれら を 追い 攘 うすべ もな く、 手足 をな ぐら 

れる やら、 嚙 まれる やら、 さんざんの 目に 逢わされた- 

「さあ、 早く 行け。 さもないと 貴様の 眼 をつ ぶす ぞ」 



殿上に は 衣冠の 人が 坐って いる。 階下に は 侍衛ら しい 

者が、 数千 人 も 控えて いる。 いずれも 一寸 あまりの 小 

さい 人間ば かりで ある。 衣冠の 人 は士を 叱った。 

「おれ は 貴様が 独りでい るの を 憐れんで、 話し相手に 

子供 を 出して やる と、 飛んでも ない 怪我 を させた。 

重 々 不埒な 奴 だ。 その 罪 を^して 胴 斬りに する から 

覚悟し ろ」 

指図に したがって、 数十 人が 刃 をぬ き 連れてむ かつ 

て 来たので、 士は 大いに 懼れ た。 彼 は 低頭して 自分の 

罪 を 謝すと、 相手の 顔色 も 少しく やわらいだ。 

「ほんとうに 後每 したの ならば、 今度 だけ は 特別 を 



があった。 

r 智通、 智通」 

内で はなん の 返事 もしない と、 外で は 夜の あける ま 

で 呼びつ づけて いた。 こういう ことが 三晚 もやまない 

ばかり か、 その 声が 院内まで ひびき 渡る ので、 智通も 

堪えられ なくな つ て 答えた。 

「どうも 騒々 しいな。 用が あるなら 遠慮な しに はいつ 

て くれ」 

やがて はいって 来た 物が ある。 身の たけ 六尺ば かり 

きもの かお 

で、 黒い 衣 をき て、 青い 面 をして いた。 かれは 大きい 

目 をみ はって、 大きい 息をつい ている。 要するに、 一 



種の 怪物で ある。 しかも かれは 僧に むかって まず 尋常 

に 合掌した。 

「おまえ は 寒い か」 と、 智通は 訊いた。 「寒ければ、 こ 

の 火に あたれ」 

怪物 は 無言で 火に あたって いた。 智通は そのままに 

して、 法華経 を 読みつ づけて いると、 夜 も 五更に 至る 

頃、 怪物 は 火に 酔った とみえて、 大きい 目 を 閉じ、 大 

きい 口 を あいて、 炉に 倚り かかって 高い びきで 寝入つ 

てし まった。 智通は それ を 観て、 香 をす くう 匙 をと つ 

て、 炉の 火と 灰 を 怪物の 口へ 後い 込む と、 かれは 驚き 

叫んで 飛び起きて、 門の 外へ a け 出した が、 物に つま 



ずき 倒れる ような 音が きこえて、 それぎ り 鎮ま つ た。 

夜が あけてから、 智 通が 表へ 出て みると、 かれが ゆ 

うべ 倒れたら しい 所に 一片の 木の 皮が 落ちて いた。 寺 

のうしろ は 山で あるので、 彼 は その 山へ 登って ゆく と、 

数 里 (六 丁 一 里) の 奥に 大きな 青桐の 木が あった。 梢 

はすで に 枯れ かかって、 その 根の くぼみに 新しく 欠け 

たらしい 所が あるので、 試みに かの 木の 皮 を あてて み 

ると、 あたかも 貼り付け たように 合った。 又 その 根の 

半分 枯れた ところに 洞が あって、 深さ 六、 七寸、 それ 

が 怪物の 口であろう。 ゆうべの 灰と 火が まだ 消え もせ 

ずに 残って いた。 



智通は その 木 を 焚いて しま つ た。 

一 つの 杏 

ちょ うはく ざん 

長 白山の 西に 夫人の 墓と いうの が ある。 なんび と 

の 墓で あるか 判らない。 

ぎ こうしょ うてい ひろ め 

魏 の孝昭 帝のと きに、 令して 汎く 天下の 才 俊を徴 

さいら じゅ-つ 

すと いう ことにな つた。 清 河の 崔羅 什と いう 青年 はま 

だ 弱冠ながら も かねて 才名が あつたので、 これ も徴 

されて ゆく 途中、 日が 暮れて この 墓の ほとり を 過ぎ る 

しゅもん ふんぺき 

と、 たちまちに 朱門 粉壁の 楼 台が 眼の まえに 現われた。 



いました が、 失礼な がらお 名前 はなん と 申されました」 

と、 崔は 訊いた。 

こうさい よう あざな 

「わたくしの 夫 は、 劉 孔才の 次男で、 名 は瑤、 字 は 

仲 璋と 申しました」 と、 女 は 答えた。 「さきごろ 罪が 

あって 遠方へ 流されまして、 それぎ リ 戻って 参り ませ 

ん」 

それから 又し ばらく 話した 後に、 崔は暇 を 告げて 

出る と、 あるじの 女 は |〈1 穀に 送って 来た。 

「これから 十 年の 後に またお 目に かかります」 

たいまい 

崔は 形見と して、 玳瑁の かん ざし を 女に 贈った。 女 

は 玉の 指輪 を 男に 贈った。 門 を 出て、 ふたたび 馬に 



のって ゆく こと 数十 歩、 見 かえれば かの 楼台は 跡な く 

消えて、 そこに は 大きい 塚が 横たわって いるので あつ 

た。 こんな ことになる かも 知れない と、 うすうす 予期 

していた ので は あるが、 崔は今 さら 心 持が よくない の 

で、 後に 僧 をた のんで 供養 をして 貰って、 かの 指輪 を 

ふせ もつ 

布施 物にさ さげた。 

その後に 変った こ ともなく、 崔は 郡の 役人と して 評 

てんと-つ 

判が よかった。 天統の 末年に、 彼 は 官命に よって、 河 

の 堤 を 築く ことにな つたが、 その 工事中、 幕下の もの 

に 昔話 をして、 彼 は 涙 をな がした。 

「ことし は 約束の 十 年 目に 相当す る。 どうしたら よか 



いや、 もう 一 つお 目に かける 物が ある」 

老人 はさら に 桶の 板 一枚 を 出して みせる と、 ゆうべ 

の 矢 はこと ごとく その 板の 上に 立って いた。 

剌青 

都の 市中に 住む 悪 少年 ども は、 かれらの 習いと して 

ま 二 ほりもの 

大抵 は 髪 を 切って いる。 そうして、 膚には 種々 の 刺青 

をして いる。 諸 軍隊の 兵卒ら も それに 加わって 乱暴 を 

はたらき、 蛇 をたず さえて 酒家に あつまる 者 も あれば ■ 

ようひ けいちょう 

羊脾 をと つて 人 を 撃つ 者 も あるので、 京 兆 (京師の 地 



せっこう かみ 

方 長官) をつ とめる 薛 公が 上に 申し立てて かれら を処 

さとお さ 

分す る ことと なり、 里 長に 命じて 三千 人の 部下 を 忍ば 

せ、 見あたり 次第に 片端から 引っ捕えて、 ことごとく 

いち お じょう さつ 

市に 於いて 杖 殺させた。 

たいね いぼ-つ ちょうかん 

そのな かに 大寧坊 に 住む 張 幹なる 者 は、 左の 腕に 

いきて けいちょうの いん をお それず しして えんら おう をお それず ほ 

『生 不怕京 兆 尹』 右の 腕に 『死不 怕閻羅 王』 と 彫つ 

おうりき ど 

ていた。 また、 王 力 奴なる もの は、 五 千 銭 をつ いやし 

て 胸から 腹へ かけて 一 面に 山水、 邸宅、 草木、 鳥獣の 

たぐい を 精細に 彫らせて いた。 

かれら も 無論に 撃ち殺され たので ある。 その 以来、 

巿 中で 刺青 をして いる 者 ども は、 みな 争って それ を 焼 



き 消して しまった。 

リ いかん しょく 

また、 元 和の 末年に 李夷簡 という 人が 蜀の 役人 を 

ちよ-つこう 

勤めて いたと き、 蜀の 町に 住む 趙高 という 男 は暄嘩 

あば 

を 商売の ようにし ている 暴れ者で、 それが ために 幾た 

びしゃもんてん 

びか 獄屋に 入れられ たが、 彼 は 背中 一面に 毘沙門天の 

像 を 彫って いるので、 獄吏 も その 尊像 を禪 つて 杖 を 

あてる ことが 出来ない。 それ を 幸いに して、 彼 はます 

ます あばれ 歩く ので ある。 

「不埒 至極の 奴 だ。 毘 沙門で もなんでも 容赦す るな」 

李 は 彼 を 引つ くくらせて 役所の 前に ひき 据え、 新た 

に 作った 筋金入りの 杖で、 その 背中 を 三十 回 余 も 続け 



うちに 撃ち 据えさせた。 それでも 彼 は 死なないで 無事 

に赦し 還され た。 

これで さすがに 懲りる かと 思いの ほか、 それから 十 

日 ほどの 後、 趙は 肌ぬ ぎに なって 役所へ 呶 鳴り 込んで 

来た。 

「ごらんなさい。 あなた 方のお かげで 毘沙門天の 御 尊 

像が 傷 だらけに なって しまいました。 その 修繕 をし ま 

すから、 相当の 御 寄進 をね がいます」 

李が 素直に その 寄進に 応じた かどう か は、 伝わって 

レ，^ レ 



しぼ 

管から 貝 母の 搾り 汁 を そそぎ 込む と、 数日の 後に 腫物 

は痂 せて 癒った。 

油 売 

都の 宣平坊 になに がしと いう 官 人が 住んで いた。 彼 

が 夜 帰って来て 横町へ はいると、 油を売る 者に 出逢つ 

た。 

その 油 売り は 大きい 帽を かぶって、 驢^に 油 桶 をの 

せて いたが、 官 人の ゆく 先に 立った ままで 路を 避けよ 

うと もしない ので、 さき 立ちの 従者が その 頭 を 一 つ 



かしい。 

> J と わざ 

斉の 人の 請 に、 こんな ことがある。 

「よい 嫁 を 貰おうと 思ったら、 妬 婦津の 渡し場に 立つ 

ていろ。 渡る 女の よい か 醜い か は 自然に わかる」 

悪 少年 

元 和の 初年で ある。 都の 東 市に 李 和 子と いう 悪 少年 

があって、 その 父を努 眼と いった。 和 子 は 残忍の 性質 

で、 常に 狗ゃ猫 を搔っ さらって 食い、 巿 中の 害 をな す 

事が 多かった。 



うの 二人が あらわれて その 銭 を 持って行 くの を 見た。 

それから 三日の 後に、 和 子 は 死んだ。 

鬼界の 三年 は、 人間の 三日であった。 

唐櫃の 熊 

ねいおう ちょ 

唐の 寧 王が※ 〔# 「 「樗」 のつ くリ+ おお ざと」、 105-2U 

さかい かリ えもの 

県の 界 へ 猫に 出て、 林の なかで 獲物 を さがして いると、 

ひつ ふた おろ 

草の 奥に 一 つの 櫃を 発見した。 蓋の 錠が 厳重に 卸して 

あるの を、 家来に 命じて こじ 明けさせ ると、 櫃の内 か 

ら 一 人の 少女が 出た。 その子 細 をたず ねる と、 彼女 は 



答えた。 

「わたくし は 姓 を莫と 申しまして、 父 はむかし 仕官の 

,ー J うとう 

身で ござりました。 昨夜 劫盗に 逢い ましたが、 そのう 

かどわか 

ちの 二人 は 僧で、 わたくし を 拐引して ここへ 運んで 

参った ので ござります」 

愁い を 含んで 訴える 姿 は、 又な く 美しく 見えた ので、 

よろこ 

王 は 悦んで 自分の 馬へ 一 緒に 乗せて 帰った。 そのと 

き あたかも 一 頭の 熊 を 獲た ので、 少女の 身代りに その 

熊 を櫃に 入れて、 もとの 如くに 錠 をお ろして 置いた。 

その 頃、 帝 は 美女 を 求めて いたので、 王 はかの 少女 

を 献上し、 且つ その子 細 を 申し立て ると、 帝 は それ を 



宮中に きれて 才人の 列に 加えた。 それから 三日の 後に、 

京 兆の 役人が 奏上した。 

※ 〔# 「 「樗」 のつ くリ + おお ざと」、 105-12U 県の 食 店へ 

二人の 僧が 来て、 一昼夜 万 銭で 部屋 を 借り切り にした。 

何 か 法事 をお こなう の だとい つていた が、 ただ 一 つの 

櫃を舁 き 込んだ だけであった。 その 夜 ふけに、 ばた ば 

た いう 音が きこえて、 翌 あさの 日の出る 頃まで 戸 を 明 

けない ので、 店の 主人が 怪しんで、 戸 を あけて 窺う と、 

内から 一 頭の 熊が 飛び出して、 人 を 突き倒して 走リ 

去った。 二人の 僧 は 熊に 啖 われた と 見えて、 骸骨 を あ 

ら わして 死んで いた。 



に 表の 方へ 出る と、 それに 導かれた ように 死骸 も ある 

き 出して、 ついに 門外へ 立ち去った。 家内 一同 はお ど 

ろき 懼れ たが、 月の 暗い 夜で あるので、 追う こと も 出 

来なかった。 

夜 ふけに 名主 は 外から 帰って来て、 その 話 を 聞く と、 

彼 はふと い 桑の 枝 を 折り 取った。 それから 酒 をした た 

かに 飲んで、 大きい 声で 罵り わめきながら、 墓場の 森 

の 方角へ たずねて ゆく と、 およそ 五、 六 里 (六 丁 一 里) 

の 後、 柏の 樹の 森の 上で 又もや かの 音楽の 声が きこえ 

た。 

近寄って みると、 樹の 下に 明るい 火が 燃えて、 そこ 
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